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会議録：第４回 出雲崎町立学校の在り方検討委員会 

日時： 令和８年７月 15日（水） 午後 6時 30分 ～ 午後 8時 05分 

会場： 出雲崎町中央公民館 講堂   

参加者： 委員 12名（欠席 2名）、委員代理 1名、事務局 4名 オブザーバー1名

 

1 開会 

 

2  委員長あいさつ 

東京や長岡の厳しい猛暑と比較し、トンネルを抜けた出雲崎の心地よい海風や過ごし

やすさに触れ、地域の持つ自然や文化といった「出雲崎ならではの良さ」を改めて実感

した。この恵まれた環境と地域性を活かし、子どもたちが健やかに豊かに育ち、地域住

民が主体的に関わる喜びを感じられるような学校づくりを目指す必要がある。 

  本委員会では、今日のような暑さに負けない「熱い議論」を重ねてきた。その中で生

まれてきた「シンプルで、聞いた人がそれぞれに意味を膨らませていける言葉」こそ

が、全員の力で新しい学校を創り上げる強固な土台（ベース）となる。本日もさらに熱

意ある意見交換が行われ、その先にある「子どもたちの未来の姿」を具現化していくこ

とにつながることを期待する。 

 

3  協議事項  議長  

（1） 第３回検討委員会の振り返り 

事務局が会議録を基に内容を確認 → 質問、意見はなし 

（2） 湯沢学園視察報告 

⚫ 6/24（水）の午前中に 9名の委員が参加して、保小中一貫教育の運営について説明

を聞くとともに、校舎棟をはじめとした複合施設の見学をする機会を得た。参加し

た代表者から、感想等を発表してもらい、情報を共有した。（一部抜粋） 

・湯沢町において、学校統合（分校等の再編）の機運が起きてから実際に学園が設立

されるまでに「4年間」という長い歳月を費やし、慎重な合意形成が行われたこと

が分かった。町内に住む保護者に対して「充実した子育て環境を提供し、満足して

もらうことが第一に重要である」という姿勢が一貫しており、その考え方に非常に

感銘を受けた。（A委員） 
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・こども園の視察では、園児のニーズに十分に寄り添えるだけの「施設の広さ（空間

のゆとり）」に非常に驚かされた。小中合同での体育祭事例の説明を受けた。多様

な場面で合同活動を行うことは、一見メリットが大きいように見えるが、指導する

教員の経験や力量、業務負担の観点から「多くの難しさ」も内包していることを実

感し、参考になった。（B委員） 

・平成 19年末の検討委員会立ち上げから、わずか 6年余りで建設・開校に漕ぎ着け

ている。その 2年後（平成 28年 4月）には認定こども園が開園。立ち上げからわず

か 8年間で全体の施設整備が完了しており、極めてスピーディーな展開であったこ

とに驚いた。本町の今後の学校の在り方を検討する上でも、この湯沢学園のような

事例を参考にしつつ、多様な角度からの検討と、ある程度の年月（適切な準備期

間）が必要である。（C委員） 

   ・県内における小中一貫教育の事例として、阿賀町立三川小・中学校、三条市、ま

た義務教育学校の「三条市立大崎学園」などがある。その中で「認定こども園」ま

でを完全に一体的に含めた整備を行っているのは、県内でもこの「湯沢学園」だけ

であり、極めて先駆的かつ参考になる事例であると感じた。施設の規模について

は、本町の人口規模や財政規模に応じて、慎重に適正な大きさを見極めることが重

要である。（議長） 

（3） グループ協議 

 

⚫ 教育長より説明 

 グループ協議の視点（3つの問い）について 

【協議課題 a】自身が経験した支援の振り返り 

• 問い： 「子どもが就学前から中学校までの期間で、もっとこう支援して欲しかった

と感じたことはありませんか。」 

• 補足： 15年間の一貫支援が対象だが、今回は特に就学前（０歳から小学校 1年

生）までを中心として考える。 

【協議課題 b】既存の資源を活かした「園・小・中・行政」の連携 

• 問い： 「aで挙げられた課題を解決するために、園・小学校・中学校、および行政

はどう連携していったらよいか。」 

• 補足： 体制を大きく変えるのではなく、「現在あるものを活かして連携すること

で、いかに支援を充実させるか」というアプローチをとる。 

【参考資料】 

テーマ「就学前からの一貫した支援の在り方等について 
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o 『出雲崎町子ども計画（資料 1）』：町内で希望を持って子育てができる環境づ

くりを目指す計画 

o 『架け橋期カリキュラム（資料 2）』：保育園・こども園・小学校が連携し、す

べての児童に学びと生活の基盤を育むための出雲崎独自のカリキュラム 

課題として「切れ目のない相談・支援」「スムーズな専門機関への接続」「保 

護者の育児不安の軽減」が挙げられている。 

【協議課題 c】両園の交流と、就学前教育の認知度向上 

• 問い： 「両園、または園と地域をつなぐ交流を深めるためにはどうあったらよい

か。」 

• 背景（両園の園長への事前ヒアリングより） 

・「交流の深化」：園児同士、職員同士、さらには園と地域の交流をより深めてい

きたい。 

・「就学前教育の重要性の認知向上」：小・中・高校の教育の重要性に比べ、就学

前教育の価値は地域に十分に認識されていないのではと危惧している。地域に園

の活動へ関わってもらうことで、理解と認知度を高めたい。 

⚫ D 委員による話題提起 

・もし園が閉園となれば、出雲崎町の未来はどうなるのかという強い危機感がある。

今回の検討において、このことを頭の片隅に置いてもらいたい。 

・現在は小規模な 2つの園に対して、補助金や運営費がそれぞれ個別に支給されてい

る。仮に園を 1つに統合する形になれば、これら運営費を一本化・効率化でき、経

営面での合理化が図れるという現実的なメリットもある。 

・公立・私立といった立場にとらわれることなく、これからの出雲崎の子どもたちや

地域にとって、本当に望ましい形とは何か、委員の皆様から心配事や意見を出して

もらいたい。 

（4）各グループからの発表  

◼ グループ A：園・小の接続期の可視化と園・地域交流の再構築（発表：E委員） 

①  園・小・中の「育ちのつながり」を見える化する【課題 a,b】 

• 「小１の壁」を取り払う園・小の連携： 園で一番上の年長から、小学校進学により

一番下の学年になる小 1の壁が存在する。放課後児童クラブにおいても同様であ

る。現在、園と小学校との交流が双方の協力の下、活発になってきている。このこ

とにより、小 1の壁がなくなり、安心して進学できる環境ができていくのではない

か。 

• 「小中版」架け橋期カリキュラムの作成： 園から小学校、小学校から中学校へ上が

る際、子どもたちが次のステップへの見通しを持てるよう、分かりやすい「イメー
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ジマップ（小中版のカリキュラム）」の作成を提案。これにより、子ども自身が

「育ちのつながり」をイメージしやすくなる。 

• 行政（保健師）による一貫した伴走： 園から小・中へと、行政の保健師による継続

的な見守り体制ができている点は、出雲崎町の素晴らしい強みであると評価。 

• 「ありません」という意見の背景： 「特に困ったことはない」という意見の背景に

は、「子どもは家庭や家族で見るのが当たり前」という親の自立した意識や、現状

のサポートで足りているという肯定的な捉え方がある。 

②  地域に根ざした園・地域交流と今後の課題【課題 c】 

• 豊かな交流実績の継続： かつては町民運動会に園児も参加して、他との交流の場と

なっていた。園児が小学生とほなみが丘で一緒に遊んだり、小学校主催の「ふたば

まつり」へ参加したりと交流が活発に行われている。また、小木ノ城保育園では地

域の「茶の間」やグループホームの高齢者との作品作り・ジャガイモ掘りなど、温

かい地域交流が根付いている。 

• コロナ禍からの回復という悩み： 感染症対策で縮小した地域交流を再び戻したい

が、「何をどこまで戻すべきか」の判断が難しい。 

• 両園の「職員間連携」の強化： 園児同士の交流に比べ、2つの園の「職員同士の交

流」が少ない。小・中の「町教育研究会」に園の職員も参加できるようにすること

で、顔の見える関係性とスムーズな連携を構築できるのではないか。 

◼ グループ B：広域連携と特色ある教育プログラムの創出（発表：F委員） 

①  人口減少を見据えた「町の枠を超えた」広域交流【課題 a,b】 

• 他自治体との教育・体験交流： 町単独での児童生徒数確保が難しい現状を直視し、

近隣の「刈羽村」など他自治体（県内外含む）との交流を積極的に行い、実質的な

教育効果を重ねていくべき。 

• 行政窓口の「一本化」と「指定管理者制度」： 湯沢町の事例等を参考に、行政の支

援窓口を一本化して手厚いサポート体制を作る。また、園の運営における「指定管

理者制度」の導入など、運営体制の柔軟化も他自治体の事例を参考に検討する余地

がある。簡単なことではないが。 

②  「小さな町だからこそできる」一貫教育と強みの創出【課題 c】 

• 特色ある放課後活動と幼児期からのアプローチ： 児童クラブや放課後活動を充実さ

せる。保育園の段階から「学習へのアプローチ」を取り入れ、小・中へと一貫した

流れを作る。 

• 外部人材の登用と教育の充実： 現在行われている「まち塾」の対象を小学生まで拡

大したり、園での「英語学習」を導入したりと、外部人材を活用した魅力ある教育

プログラムを整備する。 
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• 町全体を巻き込む「交流イベント」の復興： 園児だけに限らず、保護者（PTA）や

地域が一体となれる「町民運動会」の復活や、行政主催の「学習交流会」など、町

全体で子どもを育む「きかっけの場」づくりを企画する。 

◼ グループ C：接続期の工夫、保育環境の改善、「保こ小中一貫」の理想像    

（発表：G委員） 

①  幼保小の円滑な接続と幼児教育の充実【課題 a,b】 

• 接続期カリキュラムの進化： 小学校 1年生の担任が、幼児期の学びを土台としたク

ラスづくり（サークルタイム等）を行ったり、園で楽しかった活動を小学校生活に

取り入れたりと、スムーズな接続に向けた工夫がすでに進んでいる。今後は、行事

の数を増やすなど、これらの取組をさらに一歩進める。 

• 土曜保育の共同化（負担軽減とサービス維持）： 土曜日の保育時間は両園で異な

り、半日保育の園もあるため、働く保護者からは「1日保育」の要望がある。しか

し利用児数が少ないため、2園が個別に実施するのではなく、1箇所での「当番制

（共同保育）」や「きらり」を活用などの意見があった。 

• 適切な就学支援のサポート： 園から学校への引き継ぎ（行動観察等）の際、園の保

育士だけでなく、教育支援員なども関わることで、より適切で効果的な就学支援に

つなげる。 

• 小中合同の「地域クラブ活動」： 部活動がない日の放課後の過ごし方として、スマ

ホやゲームに偏りがちな現状がある。放課後の時間を有意義にするため、小中合同

の地域クラブ活動の運営を検討する。 

• 「好き・得意」を育む乳幼児期のアプローチ： 乳幼児期からの遊びの中で、多様な

経験を通して「好き」「得意」を見つけることが子どもの自己肯定感を高める。こ

れが将来の職業選択や豊かな生活設計（手に職をつける等）の土台となる。 

②  将来的な「保こ・小・中の一体化」と両園の良さの融合【課題 c】 

• 「同一敷地内（一貫校）」という理想： 将来的には、園の統合を進めるとともに、

「保こ・小・中が同じ敷地内にある形」が最も理想的である。 

• 両園の特色・強みの相乗交換： 統合にあたっては、それぞれの園が培ってきたよさ

を組み合わせたカリキュラムを構築する。 

• 保育士・教員の専門性の融合： 職員同士がそれぞれの専門性を持ち寄り、力を出し

合うことで、保育・教育の質のさらなる向上を目指す。 

（5）講評  委員長 

① 「子ども真ん中」：子どもが地域をつなぐ主役になる 

本日のテーマ（協議課題）である「支援・連携・交流」を一つにつなぐ極めて重要な

概念として、町の資料にある「子ども真ん中」という言葉がある。 
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• 「支援される側」から「つなぎ手」へ： 子どもを単に「大人がお世話をしたり支援

したりする対象」と捉えるだけでなく、「子どもが地域や世代をつなぐ中心（ハ

ブ）になる」という能動的な視点への転換が求められる。 

• 学びの支援： ここでの「支援」とは、子どもの「好き・得意」を伸ばし、子ども自

身の主体的な学びを支えるための環境づくりを意味するものである。 

② 「共感」：協働・共創の根底にある最も大切な土台 

学校や地域づくりにおいて「協働」「共創」という言葉がよく使われるが、そのすべ

てのベースにある最も重要なものとして「共感」がある。 

• 共感が次の世界を開く： 支援、連携、交流といったすべての活動は、関わる人々の

「共感」があって初めて機能する。この「お互いに共感し合うこと」こそが、新し

い地域づくりを前に進める鍵となる。 

③ 「リアルな場」：共感を育む多機能な施設づくり 

人々の「共感」を呼び起こし、豊かな関係性を育むためには、頭の中の議論だけでは

なく、実際に人々が集うことのできる「リアルな場（空間）」が不可欠である。 

• 多様な居場所の包含： 学習や運動といった学校本来の役割だけでなく、日常の生

活、居場所、そして地域行事（祭りや茶の間）までを包括できる、新しい多機能な

施設・環境づくりが求められている。 

④ 「持続可能な仕組み（学校に負担をかけない運営）」 

いくら理想的な施設やプログラムを作っても、現場の教職員や行政に過度な負担が集

中しては長続きしない。 

• 課題となる運営体制： 指定管理者制度や民間ノウハウの活用なども視野に入れ、  

学校に過度な負担をかけず、それでいて地域全体の利益として生き続けるような

「持続可能な仕組み」を構築することが、今後のハード・ソフト両面における大き

な課題である。 

⑤「みんなで育て、自分たちのものにする」 

施設は「作って完成」ではなく、完成してからが本当のスタート。 

• 施設を「育てる」プロセス： 子どもを中心に地域のみんなが共感し合い、出来上が

った施設を我が子のように「育てていく」こと。そして、最終的に住民一人ひとり

が「自分たちのもの（我が町の誇り）」にしていくプロセスそのものが、これから

の学校・園づくりの本質である。 

 

まとめ：講評から見えた「出雲崎の未来へのロードマップ」 

「子どもを主役に、地域全体の共感と活力を生み出す新しい拠点をどう創り、どう育

てていくか」 

【これまでの歩み】 「つながる、活かす、伝える、広げる」×「子ども、地域、まちづくり」 

【【本日のテーマの統合】 「子ども真ん中」を軸に「支援・連携・交流」をつなぐ 

【委員長が示した到達点】 「共感」を育む「リアルな場（施設）」を創り、地域みんなで持続可能な

形で「育てていく」れまで 
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4  その他 

⚫ 次回の案内（議題）についての連絡 

5  閉会 

 


